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1. 金星の雷

　2018年3月号の遊星人[1]でも紹介しましたよう
に，金星の雷の有無は長年の論争になっており，か
れこれ40年に渡り，コンセンサスが得られていませ
ん．その最大の理由は，探査機に搭載された観測器
が，雷放電現象とそれ以外のプラズマ波動現象や，
宇宙線や装置起源のパルスノイズとを区別できる機
能を持たなかったことにあります．あかつきに搭載さ
れたLACは，発光強度を32μsという高い時間分解
能で記録することで，そうしたノイズと自然の発光
現象を判別することのできる，初めての金星探査機
搭載観測装置です．2015年に投入されたあかつきの
軌道が，当初の計画よりも周期の長い楕円になった
ため，観測のペースは1/20程度に落ちました．この
ため，本来なら1年で達成できる観測時間を確保す
るのに，20年を要すこととなりました．これまでの光
学観測としては，最も信頼性が高いと考えられてい
るのが，Hansel lら[2]が行った，アリゾナ大学の地
上望遠鏡に装着されたCCDカメラによる観測です
が，それによれば，観測面積に観測時間を掛けた値
で100万km2あたりに1回雷放電発光が観測されて

います．私たちは，このアリゾナ大学グループが推定
した頻度の妥当性の検証を，ひとつの目標にしてき
ました．まさに，LACの観測面積×観測時間がほぼ
100万km2に達した時に，発光現象と思われる波形
が記録されたのです．その位置は，Hansel lらの報
告や，活動が示唆される火山の位置とも異なってい
ました（図1）．

2. 記録された波形は雷発光か？

　記録された波形は，それまで数100個も記録され
てきた宇宙線によるパルスとは明らかに異なってい
ました．数10msかけて“ゆっくりと”立ち上がり，継
続時間は数100msに及んでいました．最初に不安に
なったのは，装置の故障です．この波形が記録され
たのは，その観測時間（パス）の終了間際だったの
で，もしや装置が壊れる瞬間の断末魔でないのかと
いう考えがチームメンバーの頭をよぎりました．しか
し，その後ほぼ同じ条件で10パス以上にわたりデー
タを検証し，機器は正常に動作していること，また
類似のパルスが記録されていないことを確認しまし
た．これで，記録された現象は，自然の発光現象で
あることがほぼ確定したと考えています．次に，もし
自然の発光だとして，雷以外の可能性があるかどう
かです．今回記録された波形の継続時間数100ms
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は，衛星から観測される地球⼤気の雷放電発光の
典型的な時間である数msに⽐べて⻑めです．ただ
し，地球でもそうした長さの発光は時々観測され，
放電発光として不自然ではないものです．ひとつ可
能性があるとすれば，隕石落下による火球です．

3. 火球の可能性

　継続時間数100msというのは，光度の⼤きな⽕
球としては短めですが，あり得ない長さではありませ
ん．私たちは，今回観測された発光の強度と，地球
近傍でのエネルギー毎の隕石の頻度，金星と地球で
の相対的な落下隕石の頻度，隕石エネルギーと発光
エネルギーの比などを考慮し，LACの観測期間内
で，そうした明るさの火球を検出する確率を推定しま
した．その結果，今回の発光時間で積分した光量を
持つ火球を観測する可能性は，0.05- 4%となりまし
た．幅を持っているのは，隕石エネルギーの発光エ
ネルギーへの変換効率の見積もりに不確定性が大
きいからです．ただし，この値は時間積分したもので
すが，発光時間の短さを考慮すると，さらに稀少な
ケースである可能性が高いと言えます．
　以上より，今回LACで観測された発光現象は，

火球の可能性を完全に排除することは困難なもの
の，雷発光であるという可能性が高いと結論できま
す．少なくとも，この40年間の金星雷に関する観測の
歴史の中で，最も確実な過渡発光を捉えたことはま
ず，間違いがないと考えています．現在，投稿論文の
レビューコメント待ちですが，近いうちに観測波形を
ジャーナルでご紹介できることを願っています．
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図1：金星面上のLACの積算観測時間のマップに，今回観測された発光現象（Flash detection point），火山（Ganik Chasma），Hansell
らの報告した雷発光の位置を記入したもの．

 
 

 

 

Figure 2 a (top): Map of integrated time period of observation. Color code expresses the 
total observation time integrated in the period from August 2016 - March 2021. The white 
circle denotes the location of the detected flash. White crosses and triangle show flash 
locations reported by Hansel et al. [1995] and the Gniki Chasma potential volcanism, 
respectively. b (middle): LAC Filed of View (FOV) projected onto Venus Global Map. 
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